04　平成20年度全国大学IT活用教育方法研究発表会を聴講して by 小林 潔 & Kobayashi Kiyoshi
*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*･*
平成20年度全国大学
IT活用教育方法研究発表会を聴講 して
2008年7月5日 (土)に私学会館 (アルカディ
ア市ヶ谷)で開催された標記の研究発表会に参加 ･
聴講する機会を得た｡本研究発表会は社団法人私
立大学情報教育協会 (私情協)が1993年から主催
しているもので､本学も私情協の正会員である｡
今回の研究発表会の参加者は､122大学､12短大､
5賛助会社で計227名であった｡参加費は9500円､
筆者は科研費から支弁をうけた 〔基盤研究(C)20
520530｢非専攻課程のための新しいロシア語習
得基準とその教育内容に関する総合的研究｣ (研
究代表者外国語学部堤正典/研究分担者小林潔)
2008年度～2010年度 (日本学術振興会)〕｡境教
授と筆者は言語研究センターの08年度共同研究と
しても ｢ロシア語習得基準の研究 新しいロシア
語習得基準策定のための諸問題の検討｣を進めて
おり､今回の聴講もその活動の一環をなす｡
当日の諸報告は､語学系､医師薬系､理学系､
情報専門系の4分野に分かれて行われ､筆者は語
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学系の以下の6報告および合同特別セミナー ｢教
育効果を高めるための授業方法｣を聴講した｡
川島浩平 (武蔵大学)｢地域研究講義における
語学学習と概説授業の統合｣ (英語動画ニュース
を用いた地域研究と英語学習とのリンクの試み);
木内徹 ･福島昇 (日本大学)｢学生のやる気と
集中力を高める英語教育の IT化｣ (学生の集中
力を考慮し3部構成授業､スクリーンへの教材投
影とマークシートを用いた問題演習を実施);
鈴木靖 (法政大学)｢授業同期型 eラーニング
による自宅学習について｣ (教員に特別なIT技術
を要求せず､宿題提出期限の曜日と時刻､宿題範
囲の設定のみ求めるシステム);
水野邦太郎 (慶鷹義塾大学)｢InteractiveWrit
ingCommunityにおける学びの共同体創りとライ
ティング能力の育成｣ (学習用ウェブサイ ト構築
で､ライティング教育の4問題一 題材､目的､対
象､ニーズー を解決する);
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松浦宏之 (太成学院大学)｢英語学習のためのI
Tリテラシー活用法｣(学生にネット上のリソース
を利用させることで英語運用能力と情報処理能力
を育む);
金義範 (東北学院大学) ｢韓国語初心者のため
の手書き指導および自習ソフ トウェアの活用｣
(動画カメラで学生の筆記をソフトに取 り込み､
ハングル (文字)指導を効率化)｡
何れも興味深 く有益な報告であったが､習得基
準策定および日々のロシア語教育の観点からは特
に鈴木報告と金報告が参考になる｡eラーニング
を効果的にするためには1回1課でこなせる教科書
が必要で､それは何らかの習得基準に基づいた共
通教材であるべきであろう｡またロシア語は所謂
なじみのないロシア文字を用いており､その文字
習得も習得基準に入る｡金報告にあるような文字
自習ソフトはロシア語学習にもあって良い｡
習得基準を画餅に終わらせない実践と到達度チェッ
クのためにIT活用が効果的だということを教え
てくれた研究発表会であった｡
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